
　
地
球
規
模
で
医
療
援
助
活
動
・

を
展
開
す
る
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
の
本
部

（
岡
山
市
檜
津
）
は
今
、
ち
ょ

っ
と
し
た
。
名
所
〃
だ
。

　
き
ま
ざ
ま
な
人
々
が
全
国
各

地
、
そ
七
て
世
界
中
か
ら
や
っ

て
く
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
副
代
表
で
、
ア
フ

リ
カ
各
地
や
ネ
パ
ー
ル
の
難
民

ら
へ
の
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

■
ネ
ッ
ト
．
ワ
ー
ク

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
活

動
を
通
じ
「
世
界
へ
の
窓
口
」

と
も
な
っ
て
い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。

現
在
、
活
動
中
の
場
所
は
ア
ジ

　
三
十
三
カ
国
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｉ
バ
ー
ド
大
大
学
院
を
経
て
現

Ｏ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｉ
Ｎ
Ｎ
在
、
岡
山
大
医
学
部
助
手
。

Ｅ
Ｄ
」
　
（
緊
急
救
援
と
開
発
の
た
　
も
と
も
と
南
北
問
題
こ
関
心
が

め
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
も
そ
の
一
つ
。
六
年
に
岡
山

県
下
の
各
種
団
体
と
と
も
に
開
い

貫
長
を
務
め
る
山
本
秀
樹
さ
ん
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
．
ロ
ッ
パ
た
「
第
一
回
お

（
三
二
百
岡
山
市
伊
福
町
＝
は
運
の
計
十
九
力
国
。
本
部
事
務
所
か
や
ま
国
際
貢
・
二
回
ノ
ペ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
ー
ー
ｉ
－
―
　
　
Ｉ
４
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
Ｉ

日
、
対
応
に
忙
し
い
。

　
　
「
Ａ
Ｍ
狸
Ａ
の
存
在
が
、
地

域
に
新
し
い
人
や
情
報
の
流
れ

を
呼
び
起
こ
し
て
い
る
と
す
れ

ば
う
れ
し
い
」
と
山
本
さ
ん
。

「
私
た
ち
が
提
唱
す
る
『
国
際

で
は
、
現
地
と
の
電
話
の
や
り

’
取
り
に
英
語
が
飛
び
交
う
。

　
　
「
世
界
各
地
で
の
活
動
に
参

献
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ

ッ
ト
」
の
参
加

団
体
で
形
成
し
し

加
で
き
る
こ
と
が
、
多
く
の
人
た
。

を
岡
山
市
へ
と
足
を
運
ば
せ
る
　
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｄ

求
心
力
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
の
初
の
プ
ロ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ェ
ク
ト
と
な
っ

感
服
翻
賜
賑
賑

貢
献
ト
ピ
ア
岡
山
構
想
』
の
成

果
の
表
れ
と
い
え
る
」
と
歓
迎

す
る
。

を
支
え
て
い
る
の
が
各
地
を
結

た
ア
フ
リ
カ
・

ス
ー
ダ
ン
で
の

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医

療
援
助
の
責
任

ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
」
。
山
本
者
は
、
山
本
さ

さ
ん
４
こ
う
考
え
る
。
　
　
　
ん
が
務
め
て
い

こ
こ
Ｉ
カ
月
だ
け
で
も
、
Ａ
　
ア
ジ
ア
の
医
学
生
の
連
携
を
る
。

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
各
国
活
動
場
所
へ
の
基
に
昭
和
五
十
九
年
に
設
立
さ

研
修
や
視
察
の
参
加
者
、
国
連
れ
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。
そ
の
歴
史
は
　

■
模
索

事
業
と
し
て
現
地
に
派
遣
さ
れ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
過
程
で
　
山
本
さ
ん
は

る
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
、
Ａ
も
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
設
立

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
関
連
組
織
づ
く
り
に
・
現
在
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
支
部
は
当
時
か
ら
の
メ

奔
走
す
る
東
京
、
大
阪
の
若
者
、
日
本
を
含
め
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
ン
バ
ー
。
山
口

中
国
・
上
海
医
科
大
の
教
授
陣
力
、
南
北
ア
メ
リ
カ
な
ど
計
十
市
出
身
。
岡
山

・
・
・
と
訪
問
者
は
波
の
よ
う
に
次
ハ
カ
国
に
及
ぶ
。
そ
し
て
新
た
大
医
学
部
に
人

か
ら
次
へ
。
ま
さ
に
、
国
際
貢
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
り
、
同
大
大
学

献
の
河
前
町
〃
だ
。
　
　
　
カ
を
入
れ
て
き
た
。
　
　
　
　
院
、
米
国
・
ハ

あ
っ
た
。
大
学
三
年
の
時
、
ア
ジ

ア
の
伝
統
医
学
を
研
究
し
て
い
た

友
人
の
縁
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
設
立
に

・
参
画
し
た
代

そ
の
模
索
の
中
で
、
ネ
、
ッ
ト

　
　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
が
軌
道
に
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
強
化
、
Ａ

乗
っ
た
の
は
こ
こ
三
年
。
そ
れ
ま
Ｍ
Ｄ
Ａ
飛
躍
へ
の
転
機
に
な

で
人
も
金
も
ノ
ウ
ハ
ウ
も
な
く
、
っ
た
の
が
、
ネ
パ
ー
ル
で
の
ブ

苦
労
の
歴
史
の
方
が
長
か
っ
た
」
　
Ｉ
タ
ン
難
民
救
援
活
動
だ
っ

と
い
う
。

た
。
　
四
年
六
月
。
難
民
の
存
在
さ

え
日
本
で
報
道
さ
れ
て
い
な
い

時
、
ネ
パ
ー
ル
支
部
か
ら
の
支

援
要
請
で
山
本
さ
ん
は
現
地
に

飛
ん
だ
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
は
、

赤
銅
な
ど
で
死
者
も
相
次
い
で

い
た
。

　
こ
の
連
載
は
読
者
と
と
も

に
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
企

画
で
す
。
山
陽
新
聞
社
「
『
く

に
』
づ
く
り
熱
き
人
々
」

取
材
班
（
電
話
０
８
６
１
２

４
４
１
６
７
７
９
、
フ
ァ
ク

ス
０
８
６
－
２
４
４
１
４
９

２
３
）
ま
で
、
ご
意
見
、
ご

感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

か
ら
外
務
省
に
情
報
提
供
す
る

こ
と
も
あ
る
。

　
　
「
岡
山
を
核
と
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
『
国
際
貢
献
ト
ピ
ア

アフリカ・スーダンに派遣するスタッフに現地の状況を

説明する山本さん（左）＝岡山市・ＡＭＤＡ本部

　
現
地
の
支
部
医
師
ら
は
、
致
岡
山
構
想
』
の
根
幹
で
も
あ
る
」

府
や
国
連
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
と
い
う
山
本
さ
ん
。
岡
山
へ
の

走
り
回
り
、
医
療
セ
ン
タ
ー
設
こ
だ
わ
り
を
持
つ
。

立
な
ど
事
業
展
開
に
大
き
な
役
　
今
、
山
本
さ
ん
は
「
岡
山
か

割
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
地
域
ら
世
界
へ
向
け
た
情
報
発
信
」

特
有
の
疾
患
に
つ
い
て
、
い
ち
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
山
本
さ

早
く
診
断
し
て
原
因
を
究
明
し
ん
の
提
案
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部

活
躍
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
は
昨
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

　
「
現
地
の
文
化
や
習
慣
、
宗
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
。
　

教
、
適
し
た
治
療
法
な
ど
を
知
専
門
（
公
衆
衛
生
学
）
を
生
か

り
尽
く
し
た
地
元
の
医
師
‐
６
の
し
、
・
乳
幼
児
な
ど
の
死
亡
率
が

存
在
が
、
援
助
の
パ
ー
ト
ナ
ー
極
め
て
低
い
岡
山
県
の
保
健
医

と
し
て
欠
か
せ
な
い
。
ネ
ッ
ト
療
シ
ス
テ
ム
を
ア
ジ
ア
に
広
め

ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
た
い
と
も
願
う
。
さ
ら
に
、
海

て
痛
感
し
た
」
と
山
本
さ
ん
は
外
活
動
現
場
の
映
像
な
ど
が
ダ

振
り
返
る
。
　
　
　
　
　
　
　
イ
レ
ク
ト
に
本
部
に
送
信
で
き

　
■
世
界
へ
発
信
　

Ｕ
Ｊ
≒
テ
八
の
検
討
も
始

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
充
実
に
伴
い
　
　
「
緊
急
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
世
界
各
地
の
情
報
が
大
勢
駆
け
付
け
る
な
ど
Ａ
Ｍ

が
直
接
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｄ
Ａ
を
育
て
、
最
も
理
解
し
て

ブ
ー
タ
ン
難
民
の
よ
う
に
、
外
く
れ
て
い
る
の
は
岡
山
の
人

交
ル
ー
ト
か
ら
で
な
い
独
自
の
々
。
だ
か
ら
岡
山
の
国
際
化
に

情
報
入
手
も
多
い
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
役
立
ち
た
い
」
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